
           平成１８年度（財）日本体育協会公認 上級指導員（水泳） 
              専門科目養成講習会並びに検定試験実施要項 
 
 水泳指導員の養成とその充実を図り，水泳の普及と発展に資するため，（財）日本水泳連盟上級指導員（水泳）規則  
（平成１７年４月１日）に基づき上級指導員（水泳）養成講習会とその専門科目資格検定試験を実施し，合格認定後は上

級指導員として，資質・技術の向上と指導員（水泳），基礎水泳指導員の指導・養成を行う指導者を輩出する。 
 
１ 主  催     （財）日本体育協会，（財）日本水泳連盟 
２ 主  管     （財）日本水泳連盟 地域指導者委員会 
３ 期  日 ■青森会場講習 １１月２日（木） １１月３日（金：祭日） １１月４日（土）  
  １１月５日（日：検定日） 
 □神奈川会場講習 １１月２３日（木：祭日） １１月２４日（金） １１月２５日（土） 
  １１月２６日（日：検定日） 
４ 会  場 ■青森会場    新青森県総合運動公園研修室・屋内プール 
  青森市大字宮田字高瀬２２－２ 電話 ０１７（７３７）０６０１（管理事務所） 
 □神奈川会場      平塚市総合公園 平塚総合体育館研修室・屋内プール 
  平塚市大原１－１       電話 ０４６３（３５）２２３３（管理事務所） 
５ 参加資格 受講を開始する年の４月１日現在満２５歳以上で，水泳指導員資格（旧Ｃ級含む）取得後２年以   

上の経験を有する者。 
６ 定  員 ■青森会場 ３０人定員 
 □神奈川会場 ３０人定員 
７ 講習・検定内容      学科，実技，実習：総計２６時間（講習は集合２０時間：検定は除く） 

      科   目  集合時間   自 習   合 計 

 水泳における生理学・心理学  ２時間   ０    ２時間 
 水泳指導法の応用   ３時間    ２時間    ５時間 
 水泳のトレーニング法    ２時間    ０    ２時間 
 水泳競技と審判法    ２時間    ２時間    ４時間 

    (1) 学科 

     合    計    ９時間    ４時間  １３時間 

 

                 註１ 家庭学習については，レポートを提出する。           
 

       科   目  集合時間   自 習   合 計 

 応用及び実践技術（４ 泳法，
 立泳ぎ，スター ト・ターン）

   ４時間    ０   ４時間 

 模範となる技術    ２時間    ０   ２時間 
 対象別指導実習    ２時間    ２時間   ４時間 
 救助法・心肺蘇生法    ３時間    ０   ３時間 

    (2) 実技 

     合    計 １１時間   ２時間 １３時間 

 

                  註１ 家庭学習については，レポートを提出する。                                      
    (3) 検定試験 
                 ①  学科試験 ４教科 ２時間                                  

       学 科 試 験      時 間 数 

 水泳における生理学・心理学
 水泳指導法の応用 
 水泳のトレーニング法 
 水泳競技と審判法 

 

  合計２時間 

 

 他にレポート 

 

                      註１  各科目ごとに１００点で評価し，全科目６０点以上を合格とする。 
 
 
 



                 ② 実技試験 ５種目 

     科   目              主  な  内  容 

 １００ｍ個人メドレー  特に制限タイムは設けず，泳形を重視する。 
泳法違反は不合格とする。 

 各泳法のスタート及び

 ターン 

 技術の判定を行う。次の場合は不合格とする。 
 １ 競泳競技規則に違反している場合。 
 ２ 違反とまではいえないが，競技者として不適とみなされた場合。 
  （クイックターンは，講習を通して指導ができるようになってい 
   ること。） 

 救助法 

 
 心肺蘇生法 

 １ 入水（足から飛び込む）は，頭部が完全に水面に出ること。 
 ２ １５mの運搬は，事故者が呼吸できるような運搬。 
 ３ 接近は，事故者を見失わないこと。 
 ４ プールサイドまでの運搬。 
 ５ 心肺蘇生法 

 立ち泳ぎ 
 検定は３分間行い，次の場合は不合格とする。 
 １ 耳たぶが水没したばあい。 
 ２ 手を使用した場合。 
 ３ 著しく安定を欠いた場合，移動した場合。 

 

 模範となる技術  クロール，平泳ぎ，背泳ぎ，バタフライ，飛び込み，水球，シンク 
 ロ，日本泳法から２種目を自己申告で選択して，２５ｍ泳ぐ。 

                      註１  各科目ごとに１００点で評価し，全科目６０点以上を合格とする。 
                      註２ 身体に障害を持った受験者に対しては，その障害が本人の不利にならないように配慮    
           する。 
                 ③ 面接 
                     受験者ごとに２名以上の検定委員が規定の事項により面接を行う。 
８ 講師及び検定員 
             （財）日本水泳連盟委員及び委嘱された講師，並びに（財）日本水泳連盟検定員及び委嘱さ 

れた検定員 

９ 受講料・検定料 
              ２０，０００円（受講料，検定料，安全水泳教本代含む）                 
          ＊ 申込抽選後に受講が確定してからの納入となります。 
10 申し込み方法 
              受講・受験の申し込み 
                     ① 申込用紙に必要事項を記入して，下記申込先に送付して下さい。 
                          締め切り ７月２８日（金）厳守 
                          ＊申込用紙  平成１７年度担当者の手引き「様式４：上級指導員検定試験申込書」 
                         （右記利用） （財）日本水泳連盟地域指導者ホームページ「上級指導員検定試験申込書」 
                                        （財）日本水泳連盟 月刊水泳「上級指導員検定試験申込書」 
         ② 定員オーバーの場合は，抽選と致します。 
                     ③  受講確定者には必要書類を送付いたします。抽選漏れの方には連絡を致します。 
11 申込先（郵送で受け付ける） 
                    〒 150-8050 東京都渋谷区神南１丁目１－１ 
                          （財）日本水泳連盟 地域指導者委員会宛 
                            ＊封筒に「受講申込書在中」と書く。 
12 電話での問い合わせ 
                     （財）日本水泳連盟 地域指導者委員会 
                            総務係 加藤 電話 ０３－３４８１－２３０６ 
                              火・金曜日  午後１時～午後５時 
 
 



                   水泳上級指導員講習会受講仮申込書 
                               （水泳上級指導員専門科目） 
 
 

 現  住  所 〒   電  話      （  ）  

 氏名(ふりがな)                   （              ）   男  女  年 齢         歳 

 

  

 指導員 登録番号(左から詰めて書いて下さい)             

 取 得 年 月             年      月   有 効 期 限              年      月 

 

 初期取得都道府県    現登録都道府県  

 

 
 

  青 森 会 場   １１月 ２日（木）～ １１月 ５日（日）   講習会受講希望会場 
 ○印を付けて下さい   神奈川 会 場   １１月２３日（木）～ １１月２６日（日） 

 

 

  ＊ 連絡（何かあれば書いてください。）  

 
     ＊申込先（郵送で受け付ける）                                  
        〒 150-8050 東京都渋谷区神南１丁目１－１ 
             （財）日本水泳連盟 地域指導者委員会宛 
                封筒に「受講申込書在中」と書く。  
 
      ＊ 締め切り：７月２８日（金）厳守 
     ＊ 申込が多数の場合は，抽選にて受講者を決定する。 
      ＊ 受講確定者には，後日必要書類を送付する。 
      ＊ 申込書の個人情報については，本関係以外には使用致しません。 
 
 


